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大
島
郡
４
町
は
平
成
の
大
合
併
が
急
速
に
推
進
さ
れ
る
中

で
、「
大
島
は
ひ
と
つ
」
と
の
考
え
の
も
と
、
昨
年
10
月
１
日
、

県
内
で
は
周
南
市
に
次
い
で
２
番
目
の
新
設
合
併
に
よ
る
「
周

防
大
島
町
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
私
は
、
合
併
後

の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町
民
各
位
の
絶
大
な
る
ご
支
援

を
賜
り
、
初
代
の
周
防
大
島
町
長
と
し
て
町
政
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
、
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
共
に
そ
の
責
務
の
重
大

さ
に
、
日
々
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
社
会
状
況
は
急
速
な
少
子
高
齢
化
、
情
報
化
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
、
未
曾
有
の
財
政
危
機
な
ど
の
非
常
事
態
と
も
い
え

る
状
況
で
あ
り
、
だ
れ
も
が
大
変
だ
と
は
思
い
な
が
ら
、
平
常

を
揺
る
が
す
ほ
ど
の
衝
撃
と
は
受
け
取
ら
れ
ず
、
構
造
改
革
も

道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
40
数
年
に
わ
た
り
地
方
議
会
、

地
方
行
政
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
「
変
化
に
対
応
で
き

な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
」
と
の
思
い
を
、
最
近
特
に
強
く
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
今
回
の
合
併
は
大
島
郡
４

町
の
生
き
残
り
を
賭
け
た
決
断
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
地
方
分
権
が
進
展
し
、
一
方
で
は
、
今
後
と
も
さ
ら
に
厳

し
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
財
政
環
境
の
下
で
、
行
政
組
織
や
機

構
の
簡
素
化
、
外
郭
団
体
の
見
直
し
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、

町
民
の
幸
せ
を
担
う
周
防
大
島
町
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
、
私
を
含
め
た
職
員
全
体
の
使
命
、
責
務
で
あ
る
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
、
自
ら
が
責
任
を
持
っ
て
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と
い
う
分
権
型
社
会
へ
移
行

し
つ
つ
あ
り
、
時
代
は
官
か
ら
民
へ
、
中
央
か
ら
地
方
へ
と
大

き
く
転
換
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
地
方
自
治
体
に

は
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
、
社
会
的
変
動
な
ど
を
的
確
に
把
握

し
、
し
っ
か
り
と
し
た
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
た
戦
略

を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
新
生
周
防
大
島

町
の
役
割
と
責
任
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
私
は
、
真
の
地
方
自
治
は
、
住
民
の
主
体
的
な

意
思
と
責
任
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、

「
町
民
こ
そ
町
づ
く
り
の
主
人
公
」
と
の
理
念
を
基
本
に
し
、

町
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
参
画
、
協
働
の
も
と
に
周
防
大
島
町

の
創
造
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
も
耐
え
う
る
財
政
の
健
全
化

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
合
併
し
、
周
防
大
島

町
に
な
り
ま
し
て
も
、
新
た
な
歳
入
増
が
見
込
め
る
状
況
に
は

な
く
、
主
権
者
、
受
益
者
、
納
税
者
と
し
て
の
町
民
が
満
足
す

る
町
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

に
使
い
、
住
民
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
必
然
的

に
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
の
肥
大
化
を
防
ぎ
な

が
ら
、
重
点
的
な
分
野
に
資
源
投
入
を
図
る
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」

の
選
択
が
迫
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
わ
た
る
抜
本
的
な
見
直
し
が
求
め
ら

れ
る
中
、
公
共
事
業
再
評
価
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
公
共
事
業

の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
周
防
大
島
町
と
し
て
な
す
べ
き
事
業

を
明
確
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
策
定
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
総
合
計
画
及
び
行
政
改
革
大

綱
の
策
定
と
並
行
し
、
簡
素
で
効
果
的
、
効
率
的
な
行
政
運
営

の
仕
組
み
を
作
る
た
め
、
民
間
経
営
の
手
法
を
採
り
入
れ
「
企

画
・
実
施
・
評
価
」
の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
構
築
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平成１７年３月１０日、第１回周防大島町議会定例会が招集されました。
この議会において中本町長が、平成１７年度の施政方針を発表しました
ので要約してお知らせします。
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第１に、「元気のあるまちづくり」として防災対
策に取り組んでまいります。
防災情報の伝達手段として、町内全域に防災行政

無線の整備を行います。年次計画的な整備となりま
すが、17年度は、屋外放送施設の整備を予定してい
ます。次年度以降、全世帯に個別受信機を設置し、
屋内でも防災情報を受けることができますよう整備
を進めます。
本年11月６日に山口県総合防災訓練を周防大島町

で実施する計画です。新町としての地域防災計画の
策定、山口県で唯一指定地域となっています東南
海・南海地震対策推進計画の周知、民間住宅耐震診
断、各小中学校の耐震診断を実施します。昨年の台
風被害の災害復旧を進め、17年度中には被災箇所す
べての復旧を完了する予定です。

第２に、「にこにこのあるまちづくり」として、
旧町時代からの永年の懸案でありました、一般廃棄
物最終処分場及びリサイクルプラザ並びに斎場の建
設に着手します。非常にご要望の強い下水道事業に
つきましては、町内全域を対象に下水道整備の長期
計画となります、下水道汚水処理構想の策定を行う
予定です。
教育関係では、学校安全対策として、防犯スプレ

ーや防犯ブザーの配布、教育委員会事務局や小中学
校教育の充実を図るため指導主事の増員を予定して
います。町内には小中学校合わせて23校ありますが、
その多くが小規模校です。学校統合の問題について
は、学校の適正規模、学区、通学の利便性、校舎の
耐震性、保護者や地域住民のご意見等、検討すべき
課題は多種多様なものがありますが、合併後の今こ
そ、本格的な検討に入らなければならないと考えて
います。

第３に、「安心のあるまちづくり」として、現在50
床の介護老人保健施設「さざなみ苑」の30床増床に
着手します。本施設は、平成12年オープン以来満床
で、現在も77名の待機者がいる状況です。高齢者や
介護認定者の多くを住民に持つ周防大島町として、
リハビリを行いながら在宅復帰を目指す非常に重要
な施設であり、多くの関係者から、施設の拡充整備
についての要望を受けているところです。また、福
祉タクシー拡充、乳幼児医療費単独助成の拡充、脳
ドック拡充等保健福祉の充実に努めます。
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老
人
医
療
受
給
者
の
皆
様
へ
（
お
よ
び
そ
の
ご
家
族
の
方
へ
）

〜
こ
ん
な
と
き
は
、
役
場
に
届
出
が
必
要
で
す
〜

＊
各
種
届
出
は
、
最
寄
の
総
合
支
所
お
よ
び
出
張
所
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

受
診
の
際
は
忘
れ
ず
に
医
療
受

給
者
証
を
持
参
し
ま
し
ょ
う

医
療
受
給
者
証
に
は
、
医
療

機
関
等
で
支
払
う
患
者
さ
ん
の

負
担
割
合
（
１
割
ま
た
は
２
割
）

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
院

等
に
行
か
れ
る
と
き
は
、
健
康

保
険
証
・
医
療
受
給
者
証
を
忘

れ
ず
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
持
参
し
な
い
と
・
・
・
・

医
療
機
関
で
正
し
い
負
担
割

合
で
の
支
払
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
受
給
者
証
を
提
示
し
な
い
と

医
療
機
関
は
、
割
合
を
確
認
で

き
な
い
た
め
違
っ
た
負
担
割
合

で
患
者
さ
ん
に
支
払
を
お
願
い

す
る
よ
う
に
な
り
、
後
か
ら

様
々
な
手
続
き
を
必
要
と
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

医
療
受
給
者
証
等
の
医
療
機

関
で
の
提
示
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

医
療
保
険
課

蕁
７
７
‐
５
５
０
２

３
月
９
日
、
日
本
財
団
の

補
助
を
受
け
て
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
い
こ
い
苑
に
福

祉
車
両
が
配
備
さ
れ
ま
し

た
。
利
用
者
の
送
迎
に
使
わ

れ
る
も
の
で
、
車
椅
子
２
台

を
リ
フ
ト
で
乗
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

福
祉
車
両
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
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◆瑞宝双光章
故・國重金夫さん（家房）
（元大島町議会議員）

◆退任人権擁護委員に対する
法務大臣感謝状の贈呈
益井　宏さん（日前）
（平成17年２月28日任期満了）
平成11年から２期６年

受章・表彰
【
部
長
級
】
▼
東
和
総
合
支
所

長
　
田
村
博（
環
境
生
活
部
長
）

▼
環
境
生
活
部
長
　
村
田
章
文

（
会
計
課
長
）
▼
教
育
委
員
会

教
育
次
長
　
布
村
和
男
（
教
育

委
員
会
教
育
次
長
兼
総
務
課

長
）

【
課
長
級
】
▼
教
育
委
員
会
総

務
課
長
兼
総
務
班
長
　
川
元
文

雄
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
）

▼
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
　
田

村
敏
範（
久
賀
総
合
支
所
次
長
）

▼
日
良
居
保
育
所
長
　
中
村
博

一
（
教
育
委
員
会
総
務
課
総
務

班
長
）
▼
会
計
課
長
　
北
杉
憲

昌
（
蒲
野
出
張
所
長
）
▼
久
賀

総
合
支
所
次
長
　
松
村
正
明

（
久
賀
総
合
支
所
地
域
支
援
班

長
）
▼
蒲
野
保
育
所
長
　
河
元

サ
エ
子
（
大
島
総
合
支
所
総
合

窓
口
班
長
）

【
班
長
級
】
▼
蒲
野
出
張
所
長

頓
戸
秀
子
（
大
島
総
合
支
所
）

▼
久
賀
総
合
支
所
地
域
支
援
班

長
　
田
村
真
澄
（
総
務
部
契
約

監
理
課
）

▼
大
島
総
合
支
所
総
合
窓
口
班

長
　
松
岡
正
子（
議
会
事
務
局
）

【
一
般
職
】

▼
議
会
事
務
局
　
藤
本
万
亀
子

（
教
育
委
員
会
大
島
教
育
支
所
）

○
総
務
部

▼
総
務
課
　
浜
田
敬
二
（
久
賀

総
合
支
所
）
▼
財
政
課
　
松
井

孝
（
久
賀
総
合
支
所
）
▼
契
約

監
理
課
　
中
村
和
典
（
橘
総
合

支
所
）
▼
税
務
課
　
西
村
一
樹

（
東
和
総
合
支
所
）

○
健
康
福
祉
部

▼
福
祉
課
　
竹
本
裕
一
郎
（
教

育
委
員
会
久
賀
教
育
支
所
）
▼

福
祉
課
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
　
佐
原
聡
子
（
大
島
保
健
セ

ン
タ
ー
）
▼
健
康
増
進
課
久
賀

保
健
セ
ン
タ
ー
　
木
下
光
子

（
東
和
保
健
セ
ン
タ
ー
）
▼
健

康
増
進
課
東
和
保
健
セ
ン
タ
ー

行
田
美
穂（
橘
保
健
セ
ン
タ
ー
）

▼
健
康
増
進
課
　
井
上
奈
美

（
新
規
採
用
）
▼
健
康
増
進
課

大
島
保
健
セ
ン
タ
ー
　
松
本
可

奈
子
（
新
規
採
用
）
▼
久
美
保

育
所
　
河
内
愛（
蒲
野
保
育
所
）

▼
蒲
野
保
育
所
　
高
瀬
景
子

（
和
佐
保
育
所
）
▼
和
佐
保
育

所
　
岡
崎
月
子
（
日
良
居
保
育

所
）
▼
日
良
居
保
育
所
　
浜
村

裕
子
（
久
美
保
育
所
）

○
産
業
建
設
部

▼
農
林
課
　
郷
野
孝
博
（
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
）
▼
農
林

課
　
浜
野
和
人
（
教
育
委
員
会

橘
教
育
支
所
）
▼
農
林
課
　
豊

永
充
（
大
島
総
合
支
所
）
▼
建

設
課
　
山
本
克
己
（
東
和
総
合

支
所
）
▼
建
設
課
　
谷
口
正
義

（
産
業
建
設
部
水
産
課
）
▼
水

産
課
　
徳
吉
諭（
橘
総
合
支
所
）

▼
水
産
課
　
石
合
芳
美
（
産
業

建
設
部
建
設
課
）

○
環
境
生
活
部

▼
生
活
衛
生
課
　
池
田
藤
雄

（
油
田
出
張
所
）

○
総
合
支
所

▼
大
島
総
合
支
所
　
布
田
ま
ゆ

み
（
総
務
部
総
務
課
）
▼
橘
総

合
支
所
　
天
河
裕
俊
（
産
業
建

設
部
農
林
課
）
▼
東
和
総
合
支

所
　
岡
野
庄
治
（
環
境
生
活
部

生
活
衛
生
課
）
▼
油
田
出
張
所

吉
水
み
ど
り（
東
和
総
合
支
所
）

○
教
育
委
員
会

町
職
員
の
異
動

平
成
17
年
４
月
１
日
付
（

）
内
は
旧
所
属

▼
社
会
教
育
課
　
高
木
和
夫

（
総
務
部
税
務
課
）
▼
社
会
教

育
課
　
岡
田
忍（
橘
総
合
支
所
）

▼
大
島
教
育
支
所
　
近
藤
富
美

子
（
産
業
建
設
部
農
林
課
）

○
企
業
局
出
向

▼
周
防
大
島
町
公
営
企
業
局

村
田
孝
二
（
総
務
部
財
政
課
）

○
県
派
遣

▼
総
務
部
総
務
課
＝
山
口
県
総

務
部
消
防
防
災
課
　
木
嶋
勇
人

（
大
島
総
合
支
所
）

○
退
職
▼
田
中
健
（
東
和
総
合

支
所
長
）
▼
亀
井
繁
則
（
日
良

居
保
育
所
長
）
▼
中
原
公
子

（
蒲
野
保
育
所
長
）

町民の皆様の声をしっか
りお聞きするため、町政へ
の「提言箱」を各総合支所、
各出張所に設置しました。
また、周防大島町ホーム

ページ、電子メールからも
ご提言をお受けしておりま
す。
・周防大島町ホームページ　　
http://www.town.suo-oshima.lg.jp

・メールアドレス　　
kikaku@town.suo-oshima.lg.jp

■
消
防
団
東
和
支
部
団
長
異
動

（
敬
称
略
）

新
　
竹
原
正
行

旧
　
中
原
昭
二

町町政政へへのの提提言言箱箱をを
設設置置ししままししたた
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周防大島の自然を体感連
携
と
協
働
で
豊
か
な
町
づ
く
り

農
山
村
の
自
然
や
歴
史
、
文
化

を
体
験
し
て
も
ら
い
大
切
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
ス
タ

ジ
ア
ム
ｉ
ｎ
周
防
大
島
が

３
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
０
人
の
参
加

者
は
嵩
山
ミ
ニ
ハ
イ
キ
ン
グ

の
あ
と
、
日
本
テ
レ
ビ
放
送

網
株
式
会
社
今
村
司
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
講
演
会
や
、
周
防
大
島
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
見
学
な
ど
に
分
か
れ
、
農

山
村
の
魅
力
や
楽
し
み
方
を
体
験
し
ま

し
た
。
嵩
山
か
ら
嘉
納
山
、
源
明
山
縦

走
コ
ー
ス
に
は
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、

２
時
間
の
山
歩
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

新
し
い
周
防
大
島
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
３
月
５

日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
周
防
大
島
自
然
体
感
ク
ラ
ブ
の
主
催
に

よ
り
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外

の
町
民
活
動
団
体
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
35
人

が
参
加
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
研
究
所
の
船
崎
美
智
子
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
連
携
や
協
働
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
必

要
性
や
、
や
ま
ぐ
ち
県
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
17
年
度
末
を
め
ど
に
、

周
防
大
島
町
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
月
４
日
、
和
佐
保
育
所
の
園
児
が

西
方
の
国
道
沿
い
に
山
火
事
の
防
止
を

呼
び
か
け
る
標
柱
を
設
置
し
ま
し
た
。

設
置
場
所
は
白
木
山
へ
の
登
山
口
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
園
児
は
消
防
署
員
と

と
も
に
標
柱
の
根
元
に
土
を
か
け
、
大

き
な
声
で
書
い
て
あ
る
防
火
の
標
語
を

読
み
あ
げ
ま
し
た
。

山
火
事
防
止
に
園
児
も
一
役

源
明
山
へ
の
登
山
道

講
演
会
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３
月
12
日
、
久
賀
保
育
園
で
出
張
お
魚
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
口
県
漁
協

青
壮
年
部
連
合
会
の
主
催
で
、
子
ど
も
た
ち
に
地

元
の
新
鮮
な
魚
介
類
の
お
い
し
さ
を
体
験
し
、
魚

に
な
れ
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
平
成
10
年
か
ら
毎

年
、
管
内
市
町
の
幼
稚
園
・
保
育
園

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
家
で

な
か
な
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
大
き
な
魚
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
魚
の
さ
ば
き
方
教

室
も
開
か
れ
、
若
い
お

母
さ
ん
方
も
挑
戦
し
ま

し
た
。

お魚大好き！バーベキュー祭り

今
、
子
育
て
で
大
切
な
こ
と

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
園
児
の
お
茶
会

油
宇
保
育
園
の
園
児
が
３
月

24
日
、
佐
連
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
山
王
苑
を
訪
問
し
、

お
年
寄
り
を
抹
茶
で
も
て
な
し

ま
し
た
。
和
服
姿
の
園
児
は
小

さ
な
手
で
上
手
に
お
茶
を
た
て

て
い
ま
し
た
。
日
本
舞
踊
や
お

ゆ
う
ぎ
も
披
露
し
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
訪
れ
た
お
年
寄
り
は

「
か
わ
い
い
ね
え
」「
よ
く
覚
え

て
る
ね
」
な
ど
手
を
た
た
い
て

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
最
後
に
み

ん
な
で
童
謡
を
歌
っ
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

３
月
８
日
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
た
ち
ば
な
で
「
子
供
の

こ
こ
ろ
が
み
え
ま
す
か
」
と
題

し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講

師
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ラ
ジ
オ
「
熱
血
よ

し
え
の
子
育
て
講
座
」
で
活
躍

中
の
平
岡
豊
恵
先
生
で
、
参
加

者
は
子
ど
も
の
し
つ
け
や
接
し

方
で
日
ご
ろ
悩
ん
で
い
る
子
育

て
を
見
つ
め
な
お
す
良
い
機
会

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

手をつなぐ育成会
ボランティアで海岸清掃

３
月
13
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
に
よ
る
ク

リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
52
人
は
朝
か

ら
寒
く
風
の
強
い
中
、
屋
代

ダ
ム
、
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
、

庄
南
ビ
ー
チ
、
陸
奥

記
念
公
園
の

周
辺
で
一

生
懸
命

ゴ
ミ
を

拾
い
ま

し
た
。

屋
代
ダ
ム

庄
南
ビ
ー
チ
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山
口
県
職
員

平
成
17
年
度
山
口
県
職
員
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
予

定
で
す
。
各
試
験
の
募
集
職
種
・

人
数
・
受
験
資
格
・
試
験
内
容
・

受
験
手
続
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

■
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

蕁
０
８
３
（
９
２
８
）
７
４
１
１

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.lg.jp
/gyosei/jinji-i/

●
上
級

▽
受
付
期
間
／

５
月
13
日
貊
〜
６
月
３
日
貊

▽
一
次
試
験
日
／
６
月
26
日
豸

●
中
級

▽
受
付
期
間
／

７
月
５
日
貂
〜
８
月
26
日
貊

▽
一
次
試
験
日
／
９
月
25
日
豸

●
初
級

▽
受
付
期
間
／

７
月
５
日
貂
〜
８
月
26
日
貊

▽
一
次
試
験
日
／
９
月
25
日
豸

●
医
療
系
職
種

▽
受
付
期
間
／

７
月
５
日
貂
〜
８
月
26
日
貊

▽
一
次
試
験
日
／
９
月
25
日
豸

●
警
察
官
（
男
女
）
Ａ

▽
受
付
期
間
／

５
月
13
日
貊
〜
６
月
10
日
貊

▽
一
次
試
験
日
／
７
月
10
日
豸

●
警
察
官
（
男
女
）
Ｂ

▽
受
付
期
間
／

７
月
５
日
貂
〜
８
月
26
日
貊

▽
一
次
試
験
日
／
９
月
18
日
豸

●
身
体
障
害
者
採
用
選
考

▽
受
付
期
間
／

７
月
５
日
貂
〜
９
月
２
日
貊

▽
一
次
試
験
日
／
10
月
２
日
豸

■
問
い
合
わ
せ
／

山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

蕁
０
８
３
（
９
３
３
）
４
４
７
４

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験

■
日
時
／
７
月
11
日
豺

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
は
午
前
９
時
〜
９
時
30
分
）

■
場
所
／
下
松
中
央
公
民
館

■
申
し
込
み
期
間
／

５
月
２
日
豺
〜
20
日
貊

■
問
い
合
わ
せ
／

下
水
道
課

蕁
７
８
‐
２
２
０
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

■
試
験
の
種
類
／
乙
種
第
４
類

※
乙
種
第
４
類
以
外
の
種
類
の
試

験
は
、
同
日
他
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時
／
６
月
19
日
豸

午
前
９
時
30
分
開
始

試試
験験

新入学期を迎え、“思
いやり　みんなですすめ
る　交通安全”をスロー
ガンに「春の全国交通安
全運動」が行われました。
ピカピカの１年生が交通
事故に遭わないように、
地域のみなさんで見守っ
てあげたいものです。

さて、寒さも過ぎ去り、さわやかな季節がやってき
ました。レジャーにスポーツにと各地に出かけること
が多くなりますが、例年、この時期には開放感から来
る気の緩みや、遊びの疲れから思わぬ重大交通事故が
発生しています。また、家を留守にすることなどから、
空き巣狙いなどが横行する時期でもあります。
行楽期を安全に乗り切るためにも、次のことに気を
つけましょう。
○行楽地などに出発する前には、車の点検、整備を行
い、路上でのトラブルを防ぎましょう。
○事前に、目的地までの経路を調べて、無理のない計
画をたてましょう。
○見知らぬ土地では、スピードを控え、安全をよく確
かめながら、より慎重な運転をしましょう。
○行楽地での「ちょっと一杯」は楽しみの一つですが、
「飲んだら乗るな」が運転者のマナーです。
○出発前には、戸締まり、鍵かけの励行、火気の点検
など防犯対策を確実にしましょう。

■
場
所
／
柳
井
市
他
県
内
各
市

■
願
書
受
付
期
間
／

４
月
13
日
貉
〜
22
日
貊

■
受
験
申
請
の
手
続
／

最
寄
り
の
消
防
機
関
に
置
い
て

あ
る
受
験
願
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
　

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

消
防
本
部
予
防
課

蕁
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

行行楽楽期期をを安安全全にに

大島警察署
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募募
集集

特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
５
月
６
日
貊

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所
／
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
当
者
／

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

蕁
７
７
‐
５
５
０
５

行
政
相
談
委
員
さ
ん
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た

行
政
相
談
は
、
行
政
相
談
委
員

相相
談談

久
賀
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

臨
時
調
理
員
募
集

■
募
集
人
員
／
１
名

■
応
募
資
格
／
周
防
大
島
町
在
住

の
18
歳
以
上
50
歳
未
満
の
方

■
応
募
方
法
／
４
月
28
日
貅
ま
で

に
履
歴
書
を
久
賀
教
育
支
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
勤
務
時
間
／

週
４
日
程
度
で
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
／
久
賀
教
育
支
所

蕁
７
２
‐
２
２
７
１

田
布
施
農
業
高
校
大
島
分
校

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

募
集

■
応
募
資
格
／

学
習
意
欲
が
あ
り
、
一
年
を
通

じ
て
出
席
で
き
る
方
。

■
内
容
／
３
年
生
の
授
業
で
次
の

講
座
を
生
徒
と
と
も
に
受
講
で

き
ま
す
。

○
草
花

各
種
草
花
苗
づ
く
り
、
花
壇
づ

く
り
、
挿
し
木
実
験
、
菊
の
仕
立

て
方
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
装
飾
、
園
芸
セ
ラ
ピ
ー
の
基
礎

○
食
品
製
造

豆
腐
な
ど
の
大
豆
加
工
、
コ
ン

ニ
ャ
ク
な
ど
の
イ
モ
類
加
工
、
漬

物
な
ど
の
野
菜
加
工
、
ジ
ュ
ー

ス
・
ジ
ャ
ム
・
マ
ー
マ
レ
ー
ド
な

ど
の
果
実
加
工
、
和
洋
菓
子
づ
く

り■
受
講
期
間
／
６
月
か
ら
平
成
18

年
１
月
ま
で
。
各
講
座
と
も
平

日
で
週
一
回
１
時
間
40
分
を
予

定
。（
夏
休
み
等
は
除
く
）

■
受
講
料
／
無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
・
材
料
費
等
と
し
て

各
講
座
４
千
５
百
円
程
度
の
自

己
負
担
が
必
要
。）

■
募
集
人
数
／
各
講
座
５
人
程
度

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
し
込
み
期
限
／
５
月
13
日
貊

■
注
意
事
項
／
大
島
分
校
で
土
曜

日
に
行
う
園
芸
講
座
と
は
別
の

講
座
で
す
。
ま
た
、
受
講
に
よ

る
単
位
認
定
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
／

田
布
施
農
業
高
校
大
島
分
校

蕁
０
８
２
０
（
７
４
）
２
１
３
３

周
防
大
島
町
奨
学
生
募
集

向
学
心
に
富
み
、
有
能
な
素
質

を
持
つ
人
で
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
就
学
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

に
対
し
、
周
防
大
島
町
奨
学
資
金

条
例
に
よ
り
、
次
の
通
り
奨
学
金

を
貸
与
し
ま
す
。

■
対
象
／
高
校
生

■
募
集
人
員
／
若
干
名

法
に
基
づ
き
、
全
国
で
約
５
千
人

の
行
政
相
談
委
員
が
国
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、
行
政
の

仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相
談

な
ど
を
受
付
け
、
必
要
な
あ
っ
せ

ん
や
助
言
な
ど
を
無
報
酬
で
行
う

も
の
で
す
。
平
成
17
年
度
の
一
斉

委
嘱
替
え
に
伴
い
、
周
防
大
島
町

に
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
４
名
の
行
政
相
談
委
員
が
配
置

さ
れ
、
皆
様
か
ら
の
相
談
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

行政相談委員による相談日程

■
貸
与
額
／
月
額
２
万
円

■
申
し
込
み
方
法
／

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
ま
た

は
各
教
育
支
所
に
備
え
付
け
の

貸
与
願
い
お
よ
び
そ
の
他
必
要

書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
返
還
方
法
／
卒
業
後
１
年
間
、

返
還
を
猶
予
の
後
、
貸
与
を
受

け
た
期
間
の
２
倍
の
期
間
内
で

返
還
。

■
申
し
込
み
期
限
／

５
月
20
日
貊
ま
で
に
周
防
大
島

町
教
育
委
員
会
ま
た
は
各
教
育

支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

教
育
委
員
会
総
務
課

蕁
７
８
‐
０
７
０
０

手
作
り
加
工
品
体
験
教
室

周
防
大
島
町
の
地
域
資
源
を
活

か
し
た
加
工
品
や
郷
土
料
理
の
伝

承
を
目
指
し
、
体
験
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容
／

○
春
コ
ー
ス

タ
ケ
ノ
コ
缶
詰
づ
く
り
（
６
回
）

第
１
回
　
４
月
22
日
　

①
午
前
９
時
　
②
午
後
１
時
30
分

第
２
回
　
４
月
23
日
①
午
前
９
時

第
３
回
　
４
月
28
日

①
午
前
９
時
　
②
午
後
１
時
30
分

第
４
回
　
４
月
29
日
①
午
前
９
時
　

第
５
回
　
５
月
10
日

①
午
前
９
時
　
②
午
後
１
時
30
分

第
６
回
　
５
月
11
日
①
午
前
９
時

■
開
催
場
所
／
周
防
大
島
町
西
方
　

産
地
形
成
促
進
施
設

（
味
の
ふ
る
さ
と
工
房
）

■
参
加
資
格
・
人
数
／

町
内
在
住
の
男
女
年
齢
不
問
　

６
〜
８
名

■
参
加
費
／
１
人
５
０
０
円
＋
で

き
あ
が
っ
た
缶
詰
の
数
個
分

■
申
し
込
み
期
限
／
４
月
20
日
貉

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

農
林
課
農
林
振
興
班

蕁
７
９
‐
１
０
０
２
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おお
知知
らら
せせ

浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
申
請

例
年
の
よ
う
に
、
浄
化
槽
設
置

補
助
金
交
付
の
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

■
受
付
期
間
／

４
月
か
ら
11
月
ま
で

■
受
付
場
所
／

各
総
合
支
所
お
よ
び
下
水
道
課

■
補
助
対
象
地
域
／
下
水
道
お
よ

び
集
落
排
水
区
域
以
外
の
区
域

※
予
算
の
都
合
上
早
め
に
申
請
を

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
せ
／
下
水
道
課

蕁
７
８
‐
２
２
０
１

下
水
道
へ
の
接
続
は
す
み
ま

し
た
か

安
下
庄
地
区
公
共
下
水
道
は
、

平
成
14
年
５
月
15
日
に
一
部
供
用

開
始
以
来
、
多
く
の
方
が
下
水
道

を
利
用
さ
れ
、
快
適
な
生
活
を
過

さ
れ
る
と
と
も
に
環
境
浄
化
に
も

つ
な
が
り
、
ご
協
力
に
感
謝
し
ま

す
。
な
お
、
供
用
開
始
か
ら
３
年

以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
さ
れ
る

と
、
資
金
の
融
資
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
下
水

道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
せ
／
下
水
道
課

蕁
７
８
‐
２
２
０
１

釣
り
堀
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ビ

レ
ッ
ジ
や
し
ろ
郷
」
の
利
用

が
予
約
制
に
な
り
ま
す

屋
代
ダ
ム
公
園
す
ぐ
そ
ば
に

あ
る
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ

や
し
ろ
郷
」
へ
の
入
場
に
は
予
約

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

開
館
日
は
従
前
と
変
わ
ら
ず
、

年
末
年
始
（
12
／
29
〜
１
／
３
）

を
除
き
毎
日
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
（
受
付
は
午
後
４
時

ま
で
）
営
業
し
て
い
ま
す
。
竿
１

本
餌
付
き
、
ニ
ジ
マ
ス
３
尾
ま
で

で
料
金
は
千
円
で
す
。
釣
り
た
て

の
魚
を
炭
火
で
焼
い
て
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
飲
み
物
・
お
肉

な
ど
の
持
ち
込
み
も
可
、
炭
別
途

料
金
）。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
予
約
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

蕁
７
４
‐
３
３
１
０

中
小
企
業
に
勤
務
す
る
皆
様
へ

県
・
市
町
村
中
小
企
業
勤
労

者
小
口
資
金
貸
付
制
度

次
の
方
を
対
象
に
、
大
学
、
短

期
大
学
等
へ
の
進
学
資
金
、
育

児
・
介
護
休
業
等
の
生
活
資
金
を

貸
し
付
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者
／

・
中
小
企
業
勤
労
者
で
県
内
に
１

年
以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所

に
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方

・
町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

・
資
金
使
途
が
明
確
な
方

（
注
）
事
業
主
の
方
等
と
同
一
生

計
の
勤
労
者
で
、
当
該
事
業
主
の

経
営
す
る
企
業
に
勤
務
す
る
者
は

貸
付
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
貸
付
限
度
額
／

①
３
０
０
万
円
（
大
学
教
育
資
金
）

②
１
０
０
万
円

（
育
児
･
介
護
休
業
資
金
）

■
償
還
期
間
／

①
10
年
以
内
（
う
ち
在
学
期
間
中

で
４
年
以
内
の
措
置
可
）

②
５
年
以
内
（
う
ち
休
業
期
間
中

で
１
年
以
内
の
措
置
可
）

■
貸
付
利
率
／

①
年
２
・
５
％

（
別
に
保
証
料
が
必
要
）

②
年
２
・
０
％

（
別
に
保
証
料
が
必
要
）

※
高
等
学
校
等
の
教
育
資
金
に
つ

い
て
は
、
限
度
額
70
万
円
、
償
還

期
間
３
年
以
内
（
措
置
な
し
）

■
申
込
先
／
中
国
労
働
金
庫

■
問
い
合
わ
せ
／
商
工
観
光
課

蕁
７
９
‐
１
０
０
３

ま
た
は
、
県
労
政
課

蕁
０
８
３
（
９
３
３
）
３
２
１
５

県
東
部
労
政
事
務
所

蕁
０
８
３
４
（
２
１
）
３
５
９
４

中
国
労
働
金
庫
柳
井
支
店

蕁
０
８
２
０
（
２
３
）
１
２
３
４

風
薫
る
５
月
に
む
け
て
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
に
て
こ
い
の
ぼ
り
を
数
多
く
泳
が
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
い
ら
な
く
な
っ
た
こ

い
の
ぼ
り
や
大
漁
旗
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

寄
贈
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

い
ら
な
く
な
っ
た
マ
ン
ガ
本
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
ら
お
譲
り
く
だ
さ
い
。
お
電
話
い

た
だ
け
れ
ば
取
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

■
片
添
ヶ
浜
海
浜
公
園

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

蕁
０
８
２
０
（
７
８
）
０
９
８
５

携帯電話からの１１９番は・・・
携帯電話からの１１９番通報はあわてず落ち着いて、場

所を移動しないで通話することが大切です。柳井地区消防
管内において携帯電話で１１９番する場合、次のことに気
をつけてください。
①局番なしで１１９番をダイヤルすると、岩国地区消防本
部へつながります。
（こちらは携帯１１９番岩国です。火事ですか、救急ですか、
あなたはどこの町からの発信ですか。）
②次に、必ず市町名から伝えてください。
③その後、岩国地区消防本部から柳井地区消防本部に転送
されます。（転送しますので、切らずにお待ちください。）
④柳井地区消防本部が出ます。
（こちらは柳井地区消防本部です、火事ですか、救急ですか。）
⑤電話がつながれば内容をお伝えください。
※注意していただきたいこと
電波状況により通話が切れる場合がありますので、通話中
は移動しないようにしてください。
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商
工
業
者
の
皆
様
へ

周
防
大
島
町
商
工
業
者
特
別

融
資
制
度

次
の
方
を
対
象
に
、
運
転
資
金

ま
た
は
設
備
資
金
を
貸
し
付
け
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
／

・
町
の
経
済
発
展
に
対
し
て
必
要

と
認
め
る
商
工
業
を
独
立
し
て

営
み
、
町
内
に
１
年
以
上
居
住

し
て
い
る
方

・
町
収
入
金
を
完
納
し
て
い
る
方

・
事
業
計
画
が
妥
当
で
あ
り
、
貸

付
金
に
対
す
る
償
還
能
力
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
方

■
貸
付
限
度
額
／
３
０
０
万
円

■
償
還
期
間
／
３
年
以
内

■
貸
付
利
率
／

指
定
金
融
機
関
の
貸
出
利
率

■
保
証
人
／
町
内
に
居
住
す
る
確

実
な
連
帯
保
証
人
１
人
以
上

■
担
保
／
原
則
と
し
て
無
担
保

■
そ
の
他
／

保
証
料
補
給
制
度
有
り

■
申
込
先
／

久
賀
町
商
工
会

蕁
７
２
‐
０
４
７
８

大
島
町
商
工
会

蕁
７
４
‐
２
０
１
２

東
和
町
商
工
会
　

蕁
７
８
‐
０
０
０
２

橘
町
商
工
会
　

蕁
７
７
‐
０
２
４
２

■
問
い
合
わ
せ
／

山
口
県
信
用
保
証
協
会
柳
井
支
所

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
０
５
６
０

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
で
は
、
自
動
車
事
故
に
よ

っ
て
保
護
者
が
死
亡
し
た
り
、
重

度
の
後
遺
障
害
者
に
な
っ
た
り
し

た
方
の
お
子
さ
ん
（
０
歳
か
ら
中

学
生
ま
で
）
に
対
し
て
、
次
の
条

件
で
無
利
子
の
育
成
資
金
を
お
貸

し
し
て
い
ま
す
。

■
貸
付
申
込
者
／
お
子
さ
ん
を
扶

養
し
て
い
る
保
護
者

■
貸
付
金
額
／

は
じ
め
に
一
時
金

（
一
人
に
つ
き
）
15
万
５
千
円

貸
付
期
間
中
　
毎
月
２
万
円

入
学
支
度
金
（
希
望
に
よ
り
）

４
万
４
千
円

■
貸
付
期
間
／

貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学

校
卒
業
の
月
ま
で

■
返
還
期
間
／

中
学
校
卒
業
後
、
１
年
据
え
置

い
て
か
ら
月
賦
な
ど
に
よ
る
20

年
以
内
の
均
等
払
い
で
返
還
。

た
だ
し
、
高
校
・
大
学
等
へ
進

学
し
た
場
合
、
在
学
中
返
還
は

猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
山
口
支
所
業
務
課

蕁
０
８
３
（
９
２
４
）
５
４
１
９

さわやかな初夏の風に泳ぐこいのぼりも、電線の近くでは思うよ
うに泳げないばかりか、思わぬ事故を起こしかねません。事故防止
のため、次のことに注意してください。
◎電線にふれない場所に、こいのぼりを立てるようにしてください。
◎こいのぼりの支柱を立てたり倒したりする場合は、電線にふれな
いように十分注意してください。
◎もし、こいのぼりが電線に引っかかった時は、電柱にのぼったり、
さおで突いたりせずにすぐに中国電力へご連絡ください。
中国電力株式会社カスタマーセンター蕁０１２０（６１６）３１７

こいのぼりはこいのぼりは

電線のふれない電線のふれない

ところに！ところに！

周
防
大
島
町
保
健
師
　

松
成
智
美
（
健
康
づ
く
り
班
）

周
防
大
島
町
と
し
て
新
年

度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
町
で

は
、
健
康
づ
く
り
班
・
各
保

健
セ
ン
タ
ー
に
母
子
担
当
保

健
師
を
配
置
し
、
健
診
や
教

室
、
相
談
、
訪
問
等
を
通
し

て
、
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
の
支
援
や
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
、
母
子
保

健
事
業
を
見
直
し
、
回
数
や

人
数
、
内
容
等
効
果
的
な
開

催
を
と
考
え
、
少
し
変
わ
り

ま
す
。
乳
児
健
診
や
母
親
・

離
乳
食
学
級
は
、
本
課
（
た

ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
）
に
て

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適

切
な
時
期
で
の
実
施
や
内
容

の
充
実
等
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
育
児
相
談
（
毎
月
１
回
）

や
子
育
て
教
室
、
訪
問
な
ど

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
身

近
な
立
場
で
母
子
の
健
康
づ

く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

ま
た
各
セ
ン
タ
ー
の
枠
を
超

え
ど
こ
の
事
業
に
も
参
加
で

き
ま
す
。

地
域
で
の
母
子
の
点
在
化

に
よ
り
、
地
域
で
の
母
子
交

流
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ

の
ご
ろ
で
す
が
、
気
に
な
る

こ
と
、
聞
き
た
い
こ
と
な
ど

各
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
担
当

保
健
師
に
、
気
軽
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
今
ま
で
以
上
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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平成１６年度の町税の納期は、各税ともすべて終了しました。
納め忘れのある方は、すみやかに納めてください。納め忘れのある方には、職員がお電話、

ご訪問等をする場合がありますので、ご了承願います。
◆問い合わせ／税務課蕁７４－１００８

この社会　あなたの税が　いきている

周防大島町ホームページにイベント
情報コーナーを設けています。情報掲
載ご希望の方は、企画課へご連絡くだ
さい。
◆問い合わせ
企画課　　蕁７４－１００７

FAX７４－１０１５
E-mail  kikaku@town.suo-oshima.lg.jp

町
立
病
院
の
患
者
輸
送
バ
ス

２
台
が
新
し
く
な
り
、
患
者
輸

送
車
と
う
わ
、
お
お
し
ま
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。

患
者
輸
送
バ
ス
が

新
し
く
な
り
ま
し
た





16広報すおう大島平成17年( 2005年)4月号

（4月１日現在）
人　口　22,105人（157人減）
男　 9,957人
女　12,148人

世帯数　10,988戸（43戸減）

木
き

谷
たに

綾
あや

音
ね

ちゃん
平成16年４月24日生まれ
（大島・新屋敷）

上
うえ

田
だ

青
そ

空
ら

くん
平成16年４月９日生まれ
（久賀・西ケ原）

発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
企
画
課
蕁
０
８
２
０
‐
７
４
‐
１
０
０
７

印
刷
◆
ダ
ケ
モ
ト
印
刷
譌

山
やま

本
もと

優
ゆ

奈
な

ちゃん
平成16年４月７日生まれ
（久賀・向津原）

３
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
、
サ

ザ
ン
セ
ト
・
大
島
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

８
つ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
48
チ
ー
ム

が
戦
い
ま
し
た
。（
表
紙
は
周
防
大

島
町
陸
上
競
技
場
で
の
開
会
式
と

大
島
会
場
で
の
試
合
風
景
）

大
会
は
今
年
で
９
回
を
数
え
、

全
国
か
ら
サ
ッ
カ
ー
少
年
が
集
ま

る
、
春
休
み
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。
周
防
大
島
町
の
大

島
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

久
賀
ソ
フ
ト
・
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
東
和
Ｆ
Ｃ
、
橘
Ｆ
Ｃ

の
４
チ
ー
ム
も
各
会
場
で
健
闘
し

ま
し
た
。

村
むら

田
た

礼
れい

くん
平成16年４月12日生まれ
（大島・小松開作）

岩
いわ

瀬
せ

悠
はる

くん
平成16年４月７日生まれ
（大島・中小田）

高
たか

橋
はし

稜
りょう

くん
平成16年４月24日生まれ
（東和・下田西）

東和会場久賀会場橘会場

このコーナーでは、広報発行月に満１歳を迎えるお子さんを紹介しています。
掲載の写真は、掲載を希望する保護者から提供していただいています。



周防大島町の町章募集を行ったところ、日本全国から９６４件の応募がありました。すべて
の作品を厳正に審査した結果、町章候補として次の５点が選ばれました。周防大島町の町章と
して最もふさわしいと思う作品を選んで投票してください。最高得点の作品を町章とします。

全体の形は周防大島町の「Ｓ］と「Ｏ］です。
グリーンは緑の大地を、ブルーは瀬戸内海を、赤は太陽と町民の情熱
を表しています。自然と調和し円満で、豊かな未来を目指す「周防大
島町」を表現しています。

周防大島町のイニシャル「Ｓ］「Ｏ」をモチーフに、４町が合併して一
つになる様子をデザイン。海の青・山の緑・みかん色で「文化・自
然・人」の融合を表し、「先進の島」の「発展力・創造力」を表した新
しい町の町章です。

周防大島町の「す」の文字をモチーフに、集まるラインで、４町が合
併し一つの島になる様子をデザイン。
海の青・山の緑を基調に健やかに暮らす人々の姿を描いており広がり
発展する「先進の島」を表しています。

周防大島町のイニシャル、アルファベットの「Ｏ］と蜜柑をモチーフ
に制作しました。「元気にこにこ」の町民が大きく両手を広げて躍動し
ているイメージと、海の上で未来に向かって飛び立つ鳥の姿を併せて
表現しました。蜜柑のオレンジ・恵まれた環境、きれいな海のブルー
をイメージカラーとしました。

貴町のイニシャル「Ｓ］をモチーフに、21世紀にはばたく様子を島の
飛翔や新たな風をイメージしてさわやかな配色で象徴。
「協調・夢の実現・さわやか・いきいき・発展」をシンボライズ。

１

2

3

4

5

番号 作品 作者のコメント
（受付順）



〒

ふりがな

歳

住所

氏名
年齢

町章作品番号
番号を一つだけお
書きください。

■対象
周防大島町に現在お住まいの方、または周防大島町にお勤めや通学をされている方

■回答方法
チラシの投票用紙に必要事項を記入の上、各総合支所、出張所、総合センターに設置する
投票箱に５月１３日までに投函してください。投票用紙は各総合支所等にもあります。また、
メール、ファックス、はがき、封書による投票もできます。
■記載事項
・周防大島町の町章にふさわしい作品の番号１点　
・郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別
・周防大島町在住の方以外で町内に在学、在勤の方は、学校名、会社名等をご記入ください。
■注意事項
１人１票とし、２票以上応募された場合は無効とします。

■記念品贈呈
アンケートにご協力をいただいた方の中から、抽選で５０名の方に１０００円分の図書券
をプレゼントします。なお、記念品の当選は、図書券の発送をもって発表にかえさせていた
だきます。

アンケート実施期間　　４月15日～５月13日

■問い合わせ先
〒７４２ー２１９２　周防大島町大字小松１２６ー２
周防大島町役場　企画課　町章アンケート係　
蕁0820-74-1007 ファックス0820-74-1015 E-mail kikaku@town.suo-oshima.lg.jp

男・女

性別

学校名・会社名等（町外の方のみ）

町章アンケート用紙
き　り　と　り

き　り　と　り

〒

ふりがな

歳

住所

氏名
年齢

町章作品番号
番号を一つだけお
書きください。

男・女

性別

学校名・会社名等（町外の方のみ）

町章アンケート用紙




